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Adnerは、コーイノベーション・リスクを縮小する方策と
して、自社のイノベーションを強化するよりも成功確率が低
い補完業者のイノベーションを強化する資源投資などを挙げ
ています。アダプションチェーン・リスクへの対策で推奨し
ているのは、それぞれのアクターにとっての価値がプラスに
なるように価値を再配分する方法です。永田氏は、電気自動
車の普及に挑んだ米国のベンチャー企業・ベタープレイス社
の事例を取り上げ、アダプション・チェーン全体にわたる政
策的支援が必要だったのではないかと述べました。

一方で、政策が関与することのリスクについても触れ、日
本政府によるイノベーション・エコシステム関連事業はコ
ミュニティの立ち上げを支援することに主眼が置かれている
が、政策に求められる役割は、コミュニティが持続可能な環
境を作ることであり、コミュニティを構成する全てのアク
ターとエンドユーザーに利益をもたらす政策支援の伴走がエ
コシステム成立後の持続可能性を左右すると指摘し、話題提
供を終えました。

ディスカッション：今、日本のイノベーション・エコシステ
ムの進展に何が必要か？
「共進化実現プログラムでの行政官との取り組みの成果を
書籍としてまとめられたことは非常に素晴らしいと思う」と
斉藤氏。話題提供で行政のやるべきことを提起いただいたこ
とへの謝意を永田氏に示した後、持続的なコミュニティづく
りに向けた関係者間の議論が不足していること、取り組むべ
き社会課題が大きいほど皆で具体的に議論をする場が必要で
あること、そこで政府や大学等が果たすべき役割は大きいこ
とを指摘しました。

坂本氏は、理論の重要性に触れた上で、「イノベーション・
エコシステムの言葉の定義やアクターの果たすべき役割が整
理されていないまま施策が進められ、現場との軋轢が生じた
り、目的と手段が逆転してしまったりしているケースも見ら
れる」と警鐘を鳴らします。「どうしたらこの技術を事業化で
きるのか」といった現場の抱える悩みに対し、永田氏からの
イノベーション・エコシステムのリスクに関する説明は大変
勉強になったと述べました。

続いては、参加者からの質問を交えながらのディスカッ
ションです。モデレーターの隅蔵 康一 氏が「どうすればコー
イノベーション・リスクとアダプションチェーン・リスクを
避けられるか」を問いかけ、「例えばコーイノベーション・
リスクでは、大企業ならコーポレートVCによる資金提供に
よって成功確率の高い補完業者を見出すこと、アダプション
チェーン・リスクでは、主要な企業と政策側相互の働きかけ
で意識を合わせた目標設定と政策実施を実現することでリス
ク回避できないか」と述べました。

これに対して永田氏は、「それぞれのリスクが直面する課
題や実情に合わせた対応が必要。政策のポジティブな機能、
制度的な環境要因などを上手く巻き込むことによって解決で
きる側面もあるのではないか」とし、中心となる企業のリス
クヘッジ・コストの負担軽減を図る方策として、成功確率
の低いR&Dプロジェクトを抱えている補完業者のR&D機能
強化に国の研究機関や大学をうまく巻き込んでいくことを提
案しました。さらに、アダプションチェーン・リスクへの対
応については、チェーンの弱い部分に対する国の低利融資や
VCの資金提供を挙げました。

第43回SciREXセミナー「イノベーション・エコシステムの光と影」

共創の場としての
「イノベーション・エコシステム」を目ざして
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これを受けて政策側に立つ斉藤氏は、社会課題が大型化・
複雑化しているからこそ、エコシステム的な縦割りでない対
応が求められてきていること、リスクを前提として対応して
いく必要があること、その仕組み作りが追い付いていないこ
とに言及しました。「早い段階から意識や課題、打つべき方策
を共有し、関係者が納得感を持って進めるといったことが必
要。このような場をどのように作るかということが政策側の
課題かと思う」と、産官学民が集まり一緒に考えていく場の
必要性を繰り返し訴えます。

坂本氏は、コーイノベーション・リスクに関して、大手企
業の企業文化、技術の独占指向、元請け（大手企業）・下請
け（スタートアップ企業など）といった関係性がボトルネッ
クになる場合が多いとし、「オープン・イノベーションの中
心業者と補完業者の関係性はパートナーシップ、つまりフ
ラットな関係性であるべき」と指摘しました。また、各事業
者の担当者間で使う言葉などのプロトコルが全く噛み合っ
ていないまま突き進み、結局破綻するケースも多いといいま
す。アダプションチェーン・リスクについては、VCが投資
を行う際の基本的な考え方を示した上で、「リターンを生み
出せるまでにかかる巨額な開発コストを支えるのが、リスク
マネーを供給する我々VCの役割であると思っている」と述
べました。

議論に触発される形で参加者からの質問も増え、登壇者は
それぞれの立場から答えます。例えば、「先端科学かつ不確
実性を伴う研究開発と規制や普及が共進化していく領域で
エコシステムを形成する場合の日本での留意点や想定され
るリスク」を問う質問に、永田氏は特に資金面の観点から、
「成功確率が低く民間企業ではリスクを負いきれない研究領
域の支援は、国の重要な役割。最近、さまざまな国家プロ
ジェクトで社会実装ばかりを成果指標とする傾向を懸念し
ている。これでは成功確率の低い領域の研究が伸びない。国
は失敗することを含めた資金支援制度を作っていくべきだ」
と意見しました。

最後に隅藏氏が登壇者全員に投げかけたのは、多くの参加
者から寄せられた観点でもある「日本におけるイノベーショ
ン・エコシステムの持続可能な環境をつくるための『次の一
手』は何か」という問いです。

「技術をプッシュするのではなく、解決すべき社会課題か
ら入ること。それを共有しながら、いかに強みを認識して対
応するかだ」。斉藤氏は、文部科学省による「共創の場形成支
援プログラム（COI-NEXT）」での自身の経験から、行政には
イノベーションを含めて社会課題解決や地方創生などに対し
て新たな役割を担うことへの意識転換や相応の投資、大学や
公的機関には社会の期待を受けて強化された支援策の適切な
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キャッチアップを求めました。また、文部科学省の政策領域
のみでは対応できないことも多く、産業政策、労働政策、税
制など、省庁横断的により幅広く連携して議論していくこと
が官の課題としてあるといいます。

坂本氏は、「やはりエコシステムを継続させていくことが
重要。そのためには、地域、リスクを取ったスタートアップ
企業、そして、オープン・イノベーションに取り組んだ大手
企業、そして我々VCも、それぞれに経済的なリターンを得
てきちんと成功すること。成功事例を生み出すことが民間に
求められたミッション」と語りました。加えて、自社で活躍
している理学や工学の博士号をもった人材に言及しつつ、多
様な人材が活躍し、成功することが生態系の継続につながる
ことを強調しました。行政に対しては、税制も含め、エコシ
ステムに参加するインセンティブについて、省庁間の横串し
を刺すといった観点で検討を行い、政策のロジック・合理性
をよく考えて欲しいと要望しました。　

まとめとして永田氏は、「持続可能とは、環境が大きく変
わってもその前後で大きく変化しない優位性が存在するこ
と。シリコンバレーのように、持続可能なイノベーション・
エコシステムを構築するにはエコシステムとしての多様性を
内部化することが大切で、これを担うコミュニティが形成さ
れると同時に、政策による適切な制度配置が必要である」と
述べました。

文献
Moore, James F. [1993] Predators and Prey: A New Ecology of 

Competition, Harvard Business Review, May-June, 75-86.
Adner, Ron [2012] The Wide Lens: Anew Strategy for Innovation, 
Portfolio .（清水勝彦監訳『ワイドレンズ：イノベーションを成功に導
くエコシステム戦略』東洋経済新報社, 2013年）

発表資料
永田氏発表資料PDFはこちら 

https://scirex.grips.ac.jp/newsletter/vol20/pdf/SS43_

AkiyaNagata_20230131.pdf

共創の場としての
「イノベーション・エコシステム」を目ざして

第43回SciREXセミナー「イノベーション・エコシステムの光と影」
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2023年1月31日、SciREXセミナーは50回目の開催を迎
えました(1)。続く2月22日の回までの累計参加者数は2800
名を超える、SciREX事業の看板イベントの一つです。SciREX 
Quarterly でもこれまでに何度か個々の開催報告をお届けし
てきましたが、その全体像については紹介できていませんで
した。そこで、本コラムでは SciREX セミナーの基本的な情
報をお伝えした上で、過去51回でどのようなテーマを扱い、
どういった方々が登壇、ご参加してきたかを簡単に振り返り
ます。また、今号は開催50回を記念したSciREXセミナー特
集号として直近2回の開催報告も用意いたしました。併せて
ご覧ください。

2018年1月に開催した第22回SciREXセミナー「スター・サイエンティスト
と日本のイノベーション」の様子。詳細はこちらのページ（SciREXポータルサ
イト）https://scirex.grips.ac.jp/news/archive/180117_949.html よりご
確認いただけます。

（1） 第1回～第43回SciREXセミナーの43回分と、2016年度～2018

年度に実施したシリーズ回計7回分を合わせた数。

SciREXセミナーとは？
SciREX 事業（科学技術イノベーション政策における「政

策のための科学」推進事業）の進展を踏まえ、各プロジェク
トの成果や進捗報告を題材に、政策担当者、研究者および関
係者が率直な議論を行い、多角的な観点から政策課題を理解
し、政策形成と政策研究の進化を促すとともに、関係者間の
ネットワーク形成の促進を図る場です。2015年 4月 24日
の「研究開発関連の『投資目標』に関する調査」と題した回
を初開催とし、以降、参加者の集まりやすい平日 18:30 ～
20:00 に霞が関周辺のカフェや貸会議室での開催を基本と
しています。

また、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から対
面での開催が困難であった 2020～ 2022年度においても、
Zoomウェビナーを用いるオンライン形式に切り替えるこ
とで継続的な議論の場を提供してきました。

年度ごとの実施回数（棒グラフ）と参加者数（折れ線グラフ）。近年は、一連の
オープン・フォーラムや他の催しが増えたこともあり、年4回程度の開催を目
標としています。

過去51回のテーマを振り返る
SciREX セミナーのテーマや登壇者といった内容は主催の

SciREX センターが企画をし、共催の文部科学省 科学技術・
学術政策局研究開発戦略課 政策科学推進室（2021年9月ま
では企画評価課 政策科学推進室）やその他事業関係者との議
論を経て決定しています。

これまでのテーマを可視化すると次図のような結果になり
ました。「ノーベル賞」「北極」「医療」「投資」「子ども」と

～50回を超えた過去のテーマと登壇者、参加者を振り返る～

SciREXセミナーの
これまで、これから

SciREXセミナー 開催50回記念コラム

過去51回分のSciREXセミナーのテーマに関するテキストマイニング分析（頻
出出現順）。出現回数が多いほど文字が大きく表示され、単語の色は品詞の種類
で異なります（青色：名詞、赤色：動詞、緑色：形容詞）。ユーザーローカル社
がWEB上で提供するテキストマイニングツールを使用。
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いった多様なテーマを科学技術イノベーション政策の視点で
取り上げ、「事例」や「データ」をもとに政策研究者と政策立
案・関係者とで議論しながら多角的な観点から政策課題の理
解を深化させ、政策形成と政策研究の共進化を促してきたこ
とが伺えます。

過去51回の登壇者を振り返る
8 年間の登壇者は、モデレーターやファシリテーターも含

めると、計131名に上ります。SciREX 事業の研究者や行政
官以外にも、それぞれの回の目的に応じて企業や地方自治体
の方々を招くことで、「多角的な観点から政策課題を理解し、
政策形成と政策研究の進化を促すこと」「関係者間のネット
ワーク形成の促進」という SciREX セミナーとしての目的の
達成も目指してきました。

登壇者の属性と全体に占めるその割合

一方で、その目的に照らすと、企画段階での課題も伺えま
す。例えば、登壇者の内で男性の占める割合が80%にもなっ
ていて、近年ではさらに増加傾向にあることなどです。第 5
次男女共同参画基本計画においては、「国際社会において、
2030年までにジェンダー平等の達成を目指していることも
踏まえ、2020年代の可能な限り早期に指導的地位に占める
女性の割合が 30 ％程度となるよう目指して取組を進める。」
と明記されています。今後、ジェンダーバランスへの配慮や
若手登用といった多様性の観点を一層大切にしていくことが
必要と考えます。

過去51回の参加者を振り返る
冒頭でも述べた通り、SciREX セミナーのこれまでの参加
者の数は2800名を超えます。参加者の属性を開催形態の違
いで比較すると、オンライン開催になってからは大学・公的
機関、民間企業・団体など、行政側の立場でない参加者の割
合が増えていることがわかりました。

行政側の参加者は、割合としては下がっているものの1回
あたりの参加者数でみると、例えば文部科学省だと 8.4 人
（対面）から12.4人（オンライン）へと増加しています。海
外を含めた遠隔地からもより多くの方にご参加いただけてい
ることから、オンライン化によってより多様なステークホル
ダーを巻き込むことができているといえるでしょう。しかし
ながら、開催後のネットワーキングの時間を十分に確保でき
ていないといった課題もあります。今後は、企画の目的に応
じてオンライン形式を活用していく予定です。

対面開催とオンライン開催における参加者属性の比較。なお、前者に関しては
第29～31回、後者は第38回SciREXセミナーのデータを含まない数字です。

SciREXセミナー 開催50回記念コラム

SciREXセミナーのこれまで、これから

SciREXセミナー登壇者の男女比の推移
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SciREXセミナーのこれから
SciREX セミナーはこれまでに情報発信やネットワーキン
グの場として重要な役割を果たしてきました。SciREX セミ
ナーや他の催しで行政官が話題提供をしたことがきっかけと
なり、行政官と研究者の共同研究につながった事例もありま
す。セミナーや催しの一つ一つは小さなものかもしれません
が、これらを複数生み出す基盤整備が肝要です。

2011年に始まった SciREX 事業も残すところあと 3年と
なりました。2023年度は事業第3期の折り返し地点にもあ
たります。今後、政策形成と政策研究の共進化を一層促して
いくことはもちろん、これまでの成果をまとめ、事業終了後
も見据えた活動に取り組んでいく上でも、ステークホルダー
の交流の場である SciREX セミナーをより良い形にしていく
ことはますます重要です。幅広いステークホルダーの皆様か
らご意見を頂きながら、当初の目的が今の状況に適ったもの
であるかどうかを一歩立ち止まって考えつつ、幅広い人材が
連携する「開かれた場」の構築に引き続き取り組んでいけれ
ばと考えています。

 執筆：SciREXセンター 専門職 梶井宏樹、渡邉万記子

参考
SciREXセミナー（SciREXポータルサイト）

※ これまで開催したセミナーは、SciREXポータルサイト上のSciREXセ

ミナーのページよりご確認いただけます。
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